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In this study, we recommended the most suitable layout plan of the breakwaters and wave absorbing 

structures in Akita port aiming at improving calmness for an extraordinary wave (long-period wave) in 

the port by the calmness analysis. The results of this study will be the basic material for implementing 

the mid/long-term plan in the future.  

Key Words : long period wave, improvement calmness in a port 

 
平成７年の韓国との外貿コンテナ航路開設により，海

上コンテナの取扱を開始した秋田港は，平成11年から平

成17年までの７年間連続で海上コンテナ取扱量を伸ばし

続けており，昨年は過去最高の42,877(TEU)を記録した.

東北地方においては仙台塩釜港（宮城県）に次ぎ２位で

あり，東北日本海側でも重要な位置付けとなっており,一

大物流拠点として成長し続けている． 

1. はじめに 

本稿は，秋田港における風波・うねり及び長周期波に

対する静穏度解析とともに，長周期波対策を検討し，今

後の中・長期計画等の基礎資料とすることを目的とした

調査を取りまとめたものである．図-1に秋田港の現況図

を示す． 

なお，本調査は平成16 及び 17 年度に実施したもので

あるが，平成16年度は外港地区１，２号バースの静穏度

向上を目的とした，安価で即時効果の高い最適施設配置

案を検討したが，平成17年度は港湾計画（案）策定にあ

たり飯島地区の岸壁も検討の対象に加えた1)． 

秋田港におけるコンテナ取扱量の推移を図-2に示す． 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 秋田港現況図（H2.6港湾計画図を使用） 

 

2. 長周期波対策の必要性について 

2.1 秋田港のコンテナ取扱状況 

秋田港は，東北地域の環日本海交流のゲートウェイと

して，物流，産業，交流などの拠点として発展してきて

いる． 
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外港２号 

飯島-11m岸壁

飯島-7.5m岸壁 図-2 秋田港コンテナ取扱量の推移 

 

2.2 秋田港の抱える課題 

 2.1で述べた通り，秋田港は順調にコンテナ取扱量を伸

ばしているが，その取扱量の増加に伴い新たな問題が浮

き彫りとなってきた．それは，コンテナの取扱機能が，

外港地区とその陸側対岸にあたる大浜地区とに分散し，

かつ大浜地区ではコンテナヤードが狭隘なため，空コン

テナの横持ちなど，非効率な荷役活動が余儀なくされて

いる．このため，十分なコンテナヤードが確保できる外

港地区にコンテナを集約する必要がある． 

外港１号 

大浜地区 

 
－ 27 －



沿岸技術研究センター論文集 No.6（2006） 

 しかしながら，外港地区では冬季波浪等による長周期

波により船舶の荷役障害が発生しており，ロープ切断な

どが確認されている． 

3.3 秋田港への入射波について 

（1）長周期波の影響について 
このような状況から，特に外港地区の長周期波に対す

る静穏度向上が緊急の課題となっている．  秋田港は長周期波による影響が大きい港として捉える

事ができる．平成13年度に実施された調査3)において，

港外及び港内の外港１，２号で実施された波浪観測デー

タのスペクトル解析結果を図-4に示す．港外に対する港

内２地点のエネルギーは，短周期波では減衰しているが，

周期 70～80s 以上の長周期波では増幅していることが確

認された． 

 

3. 対策港形の検討 

3.1 検討方針 

本検討における静穏度解析は，「港内長周期波影響評価

マニュアル」2）における標準解析法に従い実施した．   

また，学識経験者等で構成する秋田港静穏度検討委員

会を設立し，専門家による助言を参考に検討を進めた． 

 

3.2 検討フロー 

 平成 16 年度から平成17 年度にかけての検討フローを

図-3に示す． 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 検討フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外港１号 外港２号

 

港外 港外

 荷役稼動率の算定および評価 

 ・概算費用の算出 

 ・最適配置案の抽出 

 効果のある施設の抽出 

 ・平成 16 年度静穏度検討調査 

 観測データとの合わせ込み 

 波浪変形計算(ブシネスク方程式) 

波浪変形計算(ブシネスク方程式)

 波浪観測資料の整理 

 波浪観測データ 

前年度(第２回委員会)指摘・確認事項の報告 

 通常波浪による確認 

 ・荷役稼動率の算定および評価 

 延伸される施設及び港内消波施設に対する制約条件の確認 

 対策港形案の修正 

 消波工法の詳細検討 

 対策港形試計算の実施(外郭施設、港内消波) 

 

第

(長周期波による検討) 

図-4 スペクトル解析図 

 

（2）冬季波浪の影響について 

秋田港はW，WNWの波浪が卓越しており，特に冬季はこ

の方向の高波浪が観測されている． 

また，外港地区の現地波浪観測によるスペクトル解析

によって，冬季を中心に長周期波が港内の静穏に影響を

及ぼしていることが確認されている． 

図-5,図-6に，通年及び冬季の波向別波高出現頻度，長

周期波出現頻度を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 波向別波高出現頻度 

港内 港内

(対策港形の検討) 

(

(新たな対策港形の提案) 

風波による検討) 

 ・平成 17 年度静穏度検討調査 

 新たな対策港形の提案 
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 荷役稼働率の算定 
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波向別波高出現頻度表 
【通年】 【冬季】 

■波高2.0m以上の出現率（通年）16.3% 

■波高3.0m以上の出現率（通年） 5.6% 

観測期間：平成６年～15年（Nowphas），冬季は12月～２月を対象
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図-6 長周期波出現頻度（1994～2003年） 

 

3.4 外港地区における静穏度向上対策の検討 

（1）長周期波対策としての港内消波構造の検討 

本調査における港内消波構造については，石巻港をモ

デルとした断面二次元水理模型実験 4)を参考に検討を行

った． 

この水理模型実験では，捨石部の幅，遊水室の幅等を

パラメータに検討が行われており，長周期波に対する消

波構造の有用性が示されている．秋田港における長周期

波に対しては，捨石式消波構造等で30ｍの堤体幅を確保

すれば，反射率0.8～0.9程度に抑えることができると考

えられる． 

（2）各施設の効果について 

 図-7,図-8 に各施設の長周期波成分に対する荷役稼働

率の算定結果を示す．各対策は以下のような効果を発揮

していると言える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 各施設の長周期波成分に対する荷役稼働率算定結果(1) 

 

①港内消波構造，外港北防波堤 

 外港地区の稼働率向上に効果が見られる． 

②新北防波堤 

 飯島地区の稼働率向上に効果が見られ，外港地区の稼

働率向上にもやや効果が見られる． 

③第二南防波堤 

外港地区，飯島地区双方の稼働率向上に効果が見られ

る． 

（3）港形検討結果 

以下に港形検討結果と最終検討港形となる港湾計画港

形（案）を図-9に示す． 

第二南防波堤 1300ｍ，外港北防波堤延伸 100ｍ，新北

防波堤200ｍ延伸及び港内消波構造物を整備することで，

外港地区及び飯島地区における長周期波成分に対する荷

役稼働率として通年において97.5％以上を達成すること

が確認された．なお，冬季の静穏度確保を考慮し，第二

南防波堤1500ｍを最終港形に採用することが望ましいと

の結論に至った．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-8 各施設の長周期波成分に対する荷役稼働率算定結果(2) 

港内消波施設 外郭施設 

現況 
第一南消波 
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外港前面 
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緑地護岸前面
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100m 延伸 
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1500m 完成単位：（%） 
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飯島-7.5m 83.4 83.7 83.4 83.4 83.5 83.4 96.0 90.0 
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 通年 冬季（12～2月） 

外港１号平均 91.5 % 81.7 % 

外港２号平均 87.1 % 74.2 % 

飯島地区-11ｍ 80.9 % 63.2 % 

飯島地区-7.5ｍ 83.4 % 67.0 % 

 

 

 

3.5 風波の検討 

 風波に対する荷役限界波高は，「港内長周期波影響評価

マニュアル」において標準解析法の際の限界値として示

されている値を指標とした．なお，検討対象地点は外港

１，２号及び飯島地区-11ｍ及び-7.5ｍ岸壁とした． 

 検討結果として，岸壁毎に想定した対象船舶で目標稼

働率である97.5％を満足した．最低風波稼働率は，飯島

地区-11ｍ岸壁におけるCGC船（5000GT）の場合で，99.3％

であった． 

 

4. まとめ 

 平成 16 及び 17 年度にわたり，秋田港の長周期波対策

を検討した．今後は，実施に向けて消波構造の詳細検討

を進める必要がある． 

 また，事業の実施にあたっては，現地での消波構造の

効果や実際の荷役作業状況を確認することが重要である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通年 冬季（12～2月） 

外港１号平均 99.3 % 98.3 % 

外港２号平均 99.1 % 97.8 % 

飯島地区-11ｍ 97.9 % 95.1 % 

飯島地区-7.5ｍ 100 % 99.9 % 

 

現況港形 港湾計画港形（案） 

 
 

④第一南防波堤消波 

⑥緑地護岸直角 

 消波 

①1500m 完成 

⑤外港前面消波 

②新北防波堤 

204m 延伸③外港北防波堤

 100m 延伸 

⑦緑地護岸前面

 消波 

マリーナ変更 

開口部完成

×××

 × 

マリーナ港口部の

付け替えと外側防

波堤の撤去 

伸

第二南防波堤 

 
図-9 現況及び港湾計画港形（案）の長周期波成分に対する荷役稼働率 

5. おわりに 

 本調査は「秋田港静穏度検討委員会（委員長：平石哲

也(独)港湾空港技術研究所 波浪研究室長）」のご指導の

基に進められたものであり，関係各位に感謝申し上げま

す． 
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